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青森県言語聴覚士会
会長　塩谷　大
(公印省略)

令和6年度　青森県言語聴覚士会　三支部合同症例検討会のご案内
（日本言語聴覚士協会生涯プログラムポイント取得対象研修会）

拝啓
　秋色の候、皆様におかれましては、益々のご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、青森県言語聴覚士会では、令和6年度三支部合同症例検討会を下記の日程で開催いたします。
本会は日々の臨床で疑問に感じていることや相談したいケースの発表、及び広く意見交換を行い、今後の臨床につなげていくことを目的としております。ここ数年、感染対策の一環でWEBでの研修会が中心でしたが、発表者や参加者が一体となって考え討論できる研鑽の場となるよう、今回は集合開催のみとしております。
尚、本会のアドバイザーとして、い～はと～ぶ虹の澁屋康則先生、青森県立中央病院の山内淳先生、弘前総合医療センターの山田大介先生をお迎えしております。
皆様、是非ご都合お繰り合わせの上奮ってご参加頂きますようお願い致します。
[bookmark: _Hlk88073849][bookmark: _Hlk89676487]今回の症例検討会は日本言語聴覚士協会生涯プログラムのポイント取得対象研修会となっております。
謹白
記

【日時】令和6年11月16日(土)　開始時間13：00～16：10（終了予定）
【開催場所】アスパム5階「白鳥」
【スケジュール】
13：00～　開会・県士会会長挨拶
13：05～　症例検討会（発表15分　質疑応答10分）　※詳細は別紙のタイムスケジュールをご覧ください。
1 『　脳室内出血後に自動車運転再開が可能となった一症例　』
村上病院　藤田　靖子先生
2 『吸気訓練を行い、発話明瞭度に向上が得られた痙性ディサースリアの一例』　
八戸市立市民病院　石垣　正美先生
3 『訓練頻度の確保が難しい言語発達障害の症例』
十和田第一病院　市沢　歩美先生
4 『Wallenberg症候群による重度嚥下障害患者へのバルーン拡張法と電気刺激治療の併用が奏功した一例』　
健生病院　安田　未来先生
5 『三叉神経痛を呈した嚥下障害患者に対するリハビリテーションの経過』　
健生病院　三浦　真生先生
　特別講演　『STに知ってほしいLiD/APDの当事者の声（聞き取り困難症/聴覚情報処理障害）』
弘前総合医療センター　山田　大介先生

16：10～　事務連絡後、閉会

【参加費】：青森県言語聴覚士協会会員・学生：無料　
非会員：2000円（非会員の方は後日振込先をお知らせいたします。）

【定　員】：50名

【申し込み方法】
Googleフォームでの参加申し込みは下記のURLか、QRコードよりお願いします。
➡　https://forms.gle/1JrRQM5KeWvHozeH9　
[image: ]





申し込み締め切り　令和6年11月9日(土)

※参加者には、事前に発表資料をメールにてお送りします。
当日会場では資料配布は致しませんので、各自印刷の上、資料をご持参くださいますようお願い致します。

【お問い合わせ先】　
むつリハビリテーション病院　リハビリテーション科　言語聴覚士　成田宗史　宛
メールアドレス　chengtianzongshi@gmail.com
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